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＜検討内容＞
１、リハプロミーティング実施状況について

現在プレミーティング実施時間厳守を徹底しており、時間（９時）になったらミーティングは始めています。
２、リハプロ実施状況について

リハプロの実施内容を理解していないスタッフがいる。あまりリハプロにつかない事を理由にせず、確実に進められるようプレミーティング時に話し合っていく必要がある。

　・水曜日の趣味活動について　

　各病棟実施においてもプレミーティング実施は定着してきている。

→前月に続いて、毎週各病棟でのプログラムとして実施したいとの意見あり。

３、物品発注について

　　リハプロで使用する為の発注ですが、発注伝票と予定表を一緒に佐々木ＪＧＭへ提出して下さい。

４、破損状況（伝票）について
　　現在西病棟が集会場の管理をしている為、破損がある時は西病棟の中村SGMが確認していましたが、今後は佐々木JGMへも破損箇所を把握して頂く為提出して下さい。

５、今後のリハプロについての意見（諏訪さんより）

　　リハビリテーションプログラムと作業の内容が重ならないように運動の内容が多くてもいいのではないか。

　

６、体育館の物品、施設確認徹底について
・午前(9:30前･11:00後)、午後(14:00前･15:30後)プログラム前後(計4回)に必ず、リーダーとリハプロに付いたスタッフ全員で使用した物品(破損、数)、施設確認(破損、窓の開閉など)を徹底して行う事。
· 現在、施設確認（壁の破損等）物品の確認は徹底されてきているが、記録に関しての破損状況確認欄に名前の漏れがあること事ある為、共に徹底していく事。
７、高齢者向けプログラムについて
・南病棟だけでなく各病棟に高齢の患者様がいる。その高齢者向けにリハプロとは別のグループを設定してプログラムを進めていきたいがどうだろうか？
　　現在、看護検討会でもこの趣旨は説明していく事となっています。

８、要望
· 現在、プログラムの一番下に破損状況確認欄があり、記載し忘れが見られる事が度々ある為、見やすくプログラムの枠のスペースに破損状況確認欄を入れる事が出来ないか？
· プログラムの書式が、３つ記載するスペースがあるがプログラムが2つ(A、B)の為不必要ではないだろうか？水曜日の各病棟や、行事で必要な場合はコピーなどで貼り付けるのがいいのではないだろうか？

· 現在の書式の内容を変更検討中です。

9、 病棟における担当者間の連絡周知徹底について
引き続き、各病棟担当スタッフ間で検討会内容を連絡し、各自が周知する事。また、検討会内容により看護検討会での審議が必要な場合は担当管理者より検討会へ提出する。
１０、次月のプログラム内容確認について…作成・中村CW

　･9月予定表を作成した西病棟が物品準備を忘れずに行う。物品準備した場合、各病棟･プログラム担当者に忘れずメールでもいいので、連絡をする。

毎日のプレミーティング、毎月の検討会には必ず各病棟担当者１名が参加する事。
次回　プログラム検討会日時　9/22　月曜日　１５：３０～西Aミーティングル－ム
　検討会内容）１、プログラムの実施状況
　　　　　　　２、次月プログラム内容確認
　　　　　　　３、その他（各病棟からの意見など）
